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【はじめに】

透析患者様は様々な要因を背東に便秘を抱え

ている｡日常的に見られる便秘ゆえに下剤に直

ぐ頼り服用量も多くなる患者様がいる｡便秘や

いきみで腸内の圧力を高め､下剤服用で腸の動

きが急激に活発になることによって脇の粘膜の

血流が悪くなり虚血性大腸炎を引き起こす｡ま

た､腸内に糞塊ができ珊蛸を形成して大出血を

起こすことが報告されているー今後このような

合併症をできるだけ予防するために､安易に下

剤のみに頼ることなく(1)快秘体操 ･服部マッ

サージをする(2)下剤服用鴫の工夫について指

導した｡その結果下剤服用血の減瓜､あるいは

排便状況に猫足が得られる印の成取が生よれた｡

以上のことから便秘に対IrJ■る嫉3Q肘郷の検討が

できたので報告する｡

【対象】

対象期間 2004年8)川110から10JJ(い旬
調査対象 自分の排他状況あるいItF州服

用丑に満足を感じていない心甘触 101,
性別 男性5名 女性5.77

年齢 67.9±9.96歳

透析歴 5.87士3.82年-

現疾患 糖尿病性幣症721､1Qfll三糸球体幣炎
3名

図1 ウエストひねり 図2 水平足ふみ
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その他 下肢痛の患者様 3名

p吸着剤 ･高K血症抑制剤服用 10名

(多種類服用3名草種類服用7名)

【調査方法】

(1)指導前の排便状況を所定の用紙に2週間記

録する｡

(2)指導にもとづき実施2週間後と4週間後に

排便状況の聞き取り調査を実施する｡

(3)実施前後の排便状況の記録と聞き取り調査

から比較検討をする｡

【指斗内容】

(1)下剤は就寝前に冷水 150∝にて服用する｡

(2)腸に刺激を与えるウエス トひねりを往復40

回行う｡(図1)

(3)大腰筋と腹筋を鍛えるス トレッチの水平足

ふみを40回行う｡(図2)

(4)腹部とS字状結腸のマッサージを 10回行

う｡

(図3)

以1-は効果がある朝来施するように指導する｡

尚今回J.りとけた休操は誰でも簡単に日常生活

に取り入れて出来る内容を選んで指導した｡

図3 マッサージ
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【調査項目】

便の量､排便回数､便の性状､残便感､排便時

のいきみ､下剤服用量､満足度､体操をするこ

との意義､冷水 150ccの効果の9項目について

調査した｡

【結果及び考察】
1.任の畳､回数､性状の変化(図4)
便の畳については2週間後では半数の方は増

加していたが4週間後ではほとんどの方が変わ

りなかった｡排便回数については4週間を通し

てほとんどの方が変わりないことがわかる｡便

の性状についても半数以上の方が変わりなかっ

た｡

2.残便感､いきみ､下剤服用量の変化(図5)

残便感については2週間後では変わりない方

が8割を占めていたが4週間後では半数以上の

方が消失もしくは減少していた｡いきみについ

ては4週間を通し8割の方が減少した｡下剤服

用量については4週間後では7割の方が減量で

きた｡いずれも便秘体操 ･腹部マッサージを継

続することは腹筋が鍛えられ大腸-の刺激も加

わることから残便感､いきみの減少と下剤の減

量に結びついたと考えられる｡

2旦同攻 4丑向後 2丑間攻 4意見挽 2丑rJl挽 4丑間故

図4

1∝朗 残便感 捗便時のいきみ 下剤服用量

2週間捷 4遇rE後 2週間牧 4遇rBl後 2週間後 4週間抜

図5

3.満足感と意鼓の変化(図6)

満足感については2週間後と4週間後も同

じく7割の方が満足を感じていた｡満足を感じ

る理由の多くは軽いいきみでスムーズに排便が

できるようになったことを挙げている｡その中

の6割は下剤服用量が減量できていた｡ここで

も便秘体換 ･腹部マッサージを継続することは

便秘改善に効果があったことが理解できる｡満

足を感じていない方については全く効果が得ら

れない方といきみの減少はあったが下剤服用量

の減量が出来なかった等の理由を挙げている｡

また背景としてはリン吸着剤または高カリウム

血症抑制剤を2-3種類の多種類服用者であり･

1名は膝関節に痛みがあるため十分な体換が出

来なかった方である｡体換をすることの意義に

ついては2週間後では意義を感じない､または

分からないと答えていた方も含め4週間後では

全員が意義を感じると答えていた｡便秘体換･

腹部マッサージを継続することは患者様の意識

を変えられたと考えられる｡冷水150∝につい

ては実際実施された方がいなく結果が出せなか

った｡下剤畳を減らす目的があって通常の飲水

量より多く服用することを指導したが､実践に

結びつけられなかった｡

今後の便秘改善の取り組みとしては便秘体

操 ･腹部マッサージを日常生活に取り入れてい

くことを療養指導とした｡そして統一した指導

をするために標準看護計画(図7)を作成し､ま

た毎日の排便状況の記録をすることによって経

過が分かるパンフレットを作成した｡医師から

は排便困難な方など便秘が懸念される患者様が

いた場合看護師に知らせていただくようにして

いる｡

lC｡% 満足感 休漁をすることの意義

2週間後 4茸rBl後 2温rBl後 4遇rpl捷

図6 (削 昆用時の冶水150rnlについては7-タ乱 ･)
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問題点:便秘である
目標:便秘が改善できる

甜 画 チ1ワク ▼イン

0) 1_丘約定状の唱票と把捉.

〔圧痛､腹宗.喝気.喝吐】

2.排便胡説の把握

(便の性臥し卓みの状私鵬 の有礼下細 用1.)

3.雌 の摂取状況の放
4hlJウム､掘 割の内服の有焦

TP 1.朗弼滞便糊 を医師に報乱′指示を得る

EP 1.排働御 =tと:簿拝便状兄の招如くできるようにする
2.朝食をとり.朝食後HHこ行く習脚 てきるようにする.
3JrnLq日誌止つき便秘棚 がてきるようにする
4_排便の概 にあわせて下剤をコンb一脈きるようにする

図7標準看護計画

【終わりに】

1.自分の排便状況あるいは下剤服用量に満

足を感じてない透析患者様 10名に便秘

体操･腹部マッサージを実施､調査した｡

2.便秘体操 ･腹部マッサージを4週間継続

したことは､便の量､回数､性状に変化

はなかったが､残便感､いきみ､下剤服

用量に効果があり満足感を高めた｡以上

より便秘体操 ･腹部マッサージを継続す

ることは便秘改善に効果があった｡

3.便秘改善の放り組みとしては､便秘体

換 ･腹部マッサージを日常の生活の中に

取り入れて継続することを今後の療養指

導として位置づけて行く事とした｡
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